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◎中国連合畜産共進会 
神戸市競輪場で開催 

 中国地方兵庫県以西の６県で、３年毎に開かれる、

中国連合畜産共進は、今年で 18 回目を迎え、10 月

19 日から 20 日までの５日間、神戸市兵庫区御崎町の

神戸競輪場で開かれる。 

 この共進会には、参加各県から和牛、乳牛、肉牛、

めん羊、山羊、豚合わせて 227 頭のほか、鶏の新品

種などが出品され覇を競う予定で、この３ヵ年間に、

新らしい畜産の動きに応じて各県で家畜改良に努力

を重ねてきた成果が披露される。各県別の出品点数

はつぎのとおりで、岡山県からも、さる 10 月上旬に

行なわれた県畜産共進会の１等上位入賞家畜を主に

出品される。 

 

第 18 回中国連合畜産共進会岡山県出品家畜名簿 

 

展示鶏出品 

ロードアイランドレッド（雄雌各１）玉島市 高田辰

夫、レッドコーニッシュ（雄雌各１）ライトサセッ

クス（雄雌各１）ホワイトコーニッシュ（雄雌各１）

以上岡山市 山上茂吉、ホワイトコーニッシュ（雄）

ホワイトロック

（雄１雌２）ニ

ューハンプシャ

ー（雄雌各１）

岡山エーコク

（雄雌各１）以

上岡山市岡山県

養鶏試験場、エ

ームスインクロ

ス（雄雌各２）岡山市 池田隆政、純ゴールデンネッ

ク（雌２）笠岡市 高田弘 

 

◎12月から開校 県立酪農大学校 
 県立の酪農大学校が、９月の県議会で運営費等 328

万円の追加予算も認められ、いよいよ 12月１日、真

庭郡の蒜山原（本年度に限り津山市大田の中国酪農

講習所）に開校される。 

 県では、これからの酪農発展にそなえて、ここで

農村青年に経営の実際に即したすぐに役立つ酪農教

育を行なって、酪農経営の担い手となる青年酪農家

を養成することにしており、現在第１期生の募集（11

月 10 日まで）を行なっている。 

（募集要項は別掲） 
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 学校は、真庭郡川上村茅部野（蒜山高原）の酪農

試験場蒜山分場に隣接して設置されることになり、

９月以来建設用地の整地をすすめ、10月 12 日起工式

を行ない、現在施設の年内完成を目標に工事を急い

でいる。 

 工事の内訳は、講堂（木造かわらぶき）264 平方メ

ートル、寄宿舎（同）208 平方メートル、食堂、浴場

（同）165 平方メートルなど、総事業費は 1030 万円。 

 学校での教育期間は、１年で４か月を単位に３ヵ

年間（１学年期４月～７月、２学年期８月～11 月、

３学年期 12 月～３月、本年はとくに 12月１日入学）

で、このうちの他の期間は自宅で自営の実習を行な

う。 

 教育課目は、土壌肥料、牧草飼料作物、畜産学、

家畜飼養、畜産製造、酪農経営など、広い範囲の学

科およびその実習となっている。 

（履修課程内容の詳細は別掲の募集要領のとおり） 

 また、酪農経営を行なっている者、および将来酪

農を行なおうとする青年を対象としているため、実

際に経営をやるうえに必要な理論と実地教育に重点

をおいていること、また自宅にいる期間は教師が出

張して、自立に必要な実地指導を行なうことが大き

な特徴となっている。 

 なお、第１期生の学年期毎の教育計画時間はつぎ

のとおりである。 

学期別教育時間 

学年期 学科  実習  

計 

１（91 日） 285  455  

740 

２（99 日） 345  450  

795 

３（82 日） 270  370  

640 

計 900 1,275

 2,175 

 これに対して教授陣を充実させるため、現在全国

の大学などへ照会して専任者の獲得につとめている

が、年度途中であることや、開校の決定後日が浅い

ことから、今年度のところは、岡山大学教授を中心

に、県酪農講習所教授、県の関係専門技術員に依頼

して、教育内容の充実を計っていくことになってい

る。 

 


